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◎本書の記述において下記のような誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。 

【2021年 9月 13日現在】 

刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～3 p13 (2)食事バランスガイド 図 

※以下のとおり差し替え 

 
※厚生労働省・農林水産省が決定した「食事バランスガイド」に基づき、一般社団法人 FLAネットワーク®協会が作成したものです。 

 

1～4 p21 受験料 3級 4,800円（税込み） 5,000円（税込み） 

1～4 p21 受験料 併願 12,300円（税込み） 12,500円（税込み） 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～4 P30 脇注 ※追加 

＊エネルギー 

エネルギーを熱量ともいい、この熱量そのものをカロリ

ーと呼ぶことがありますが、正確には適切な表現とはい

えません。 

1～3 p40 3行目 また、食物繊維は過熱しても また、食物繊維は加熱しても 

1～5 p41 不溶性食物繊維が多い食品 ごぼう 野菜類 

1～4 p52 脇注 ※追加 

※生活習慣病 

生活習慣病が死因として占める割合は、全体の約 6 割と

なっています（厚生労働省白書）。 

1～4 p53 （2）エネルギーの過剰摂取 2行目 高たんぱく、高エネルギーな物が多いことです。 高脂肪で高エネルギーな物が多いことです。 

1～4 p61 図表 1-15 糖尿病 6行目 高たんぱく・高エネルギーの食品を控える。 動物性脂肪・高エネルギーの食品を控える。 

1～4 p76 ２ ハレの日の料理 7行目 
また、粒食は形を作りやすいことから、菱餅や柏餅、ちま

きなどに形成されます。 

また、粒食は形を作りやすいことから、ちまきなどに形成

されます。 

1～4 p84 図表 2-5 福島 ううめん ※削除 

1～4 p84 図表 2-5 宮城 ※追加 ううめん 

1～3 p139 3行目 ・乳酸飲料（乳酸菌飲料） ・乳酸菌飲料（乳酸飲料）方 

1～6 p140 ２ 食品表示法による食品表示 3行目 「JAS法」 「JAS法(※)」 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～6 p140 脇注 ※追加 

(※)JAS法 

正式名は「農材物質の規格化等に関する法律」といいます

が、以前は「農材物質の規格化及び品質表示の適正化に関

する法律」といいました。 

1～4 p149 脇注 ＊添加物以外の～ 7行目 
ただし、明確に区分する方法は 2015 年 4 月 1 日より 5 年

の猶予期間があります。 
※削除 

1～4 p152 （1）食物アレルギー 7行目 また、特定原材料に準ずる 20品目は、 また、特定原材料に準ずる 21品目は、 

1～4 p152 図表 3-19 特定原材料 7品目 落花生、 落花生（ピーナッツ）、 

1～4 p152 図表 3-19 特定原材料に準ずる 21品目 ※追加 アーモンド 

1～4 p152 脇注 
＊2013年に表示が奨励されている食品にカシューナッツ、

ゴマが追加され、18品目から 20品目に変更されました。 

＊2019 年に表示が奨励されている食品にアーモンドが追

加され、20品目から 21品目に変更されました。 

1～6 p160 図表 3-25 表示義務のない食品 棉実油 綿実油 

1～6 p160 脇注(※)表示義務のない食品 2行目 棉実油 綿実油 

1～3 p167 問題 11 ５. 2行目 「乳酸飲料」という。 「乳酸菌飲料」という。 

1～5 p167 問題 12  記述 2. 2行目 農薬や化学肥料を一切使用しないで栽培された 農薬や化学肥料を使用しないで栽培された 

1～5 p170 ポイント 枠内 

※以下のとおり差替え 

原因が判明した食中毒の約 58％が、細菌による食中毒（全体の約 37％程度）とウイルスによる食中毒です。そのほか、

自然毒や化学物質などによる食中毒もあります。ここでは、食中毒の原因と、主な食中毒の種類について学習します。 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～3 p170 （1）細菌による食中毒  3行目 「食品毒素型」 「食品内毒素型」 

1～4 p172 
図表 4-2 原因食品 

カンピロバクター（感染型） 
牛レバー刺し ※削除 

1～5 p176 
（2）調理者自身の衛生管理 

4行目と 5行目の間 
※追加 

なお、ウイルス感染しているものの、症状がまったくでな

い感染者のことを不顕性感染者といいます。 

1～4 p178 （1）消毒 1行目 消毒とは、病原微生物（細菌）だけを死滅または減少させ、 消毒とは、微生物（細菌）を死滅または減少させ、 

1～5 p185 （7）塩蔵法 3行目 （撒 塩 法
まえんほう

） （ 撒 塩 法
さんえんほう

） 

1～4 p192 下から 5行目 （1）全頭検査 （1）検査対象 

1～4 p192 下から 3行目 
2013 年 7 月より生後 48 カ月を超えた牛についてのみ BSE

検査をすることになりました。 

2017年 4月からは、健康な牛の BSE検査は廃止（※）と

なりました。 

1～4 p193 脇注 ※追加 

（※）健康な牛の BSE検査の廃止 

24 カ月齢以上の牛のうち、生体検査において神経症状が

疑われるもの及び全身症状を呈するものについては引き

続き BSE検査を実施しています。 

1～4 p194 脇注 

＊ＨＡＣＣＰの導入 

日本では、食品衛生法上、ＨＡＣＣＰの概念を取り入れた

「総合衛生管理製造過程承認制度」というしくみを定めて

います。 

※削除 

1～4 p195 脇注 

※以下のとおり差替え 

＊食品衛生法において、2020 年 6 月より、原則として全ての食品等事業者にＨＡＣＣＰの導入が義務付けられました

（猶予期間 2021年 6月 30日）。 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～4 p205 問題 13 記述 3. 
※以下のとおり差替え 

食品衛生法において、原則として食品等事業の全てにＨＡＣＣＰの導入を義務付けるようになった。 

1～4 p213 図表 5-2 食生活の特徴 ※2020年代として追加 ・食品衛生管理の強化 

1～4 p213 図表 5-2 食に関するできごと（国内） ※2020年代として追加 ・食品等事業者にＨＡＣＣＰ導入の義務化（2020年） 

1～5 p221 脇注 （※）バーコード 7行目 JIS（日本工業規格） JIS（日本産業規格） 

1～5 p243 脇注 ＊アイドルタイム 4行目 （手持時間） （手待時間） 

1～3 p264 脇注(※)スタグフレーション 1行目 「stag-nation」 「stagnation」 

1～5 272 １ 高齢社会の課題 

※以下のとおり差替え 

内閣府の『平成 30年版高齢社会白書』によると、日本は、2018年 10月現在、高齢者（65歳以上）の人口は、約

3,558万人となり、総人口に占める割合（高齢化率）も 28.1％で、日本の高齢化率は、世界一となっています。

このうち、75歳以上の後期高齢者は 1,798万人であり、総人口に占める割合は、14.2％となっています。 

高齢者の人口は、今後ますます増加する見込みです。さらに、2065年には、高齢化率は約 38.4％（75歳以上は

約 25.5％）に達して、約 2.6人に 1人が 65歳以上、約 3.9人に 1人が 75歳以上になると予測されています。 

一方、少子化により、20～64歳の割合は減り続けています。今後、ますます、年金・医療・福祉のための費用が

必要になると予想されます。従来の税金制度は、年金等の費用を主に直接税に頼っており、このままでは、費用

がまかなえなくなることが懸念されています。 

1～6 p275 図表 6-9 デイケア リハビリテーション リハビリテーション（※） 

1～6 p275 図表 6-9 枠外 ※追加 

(※)リハビリテーション 

身体的・精神的・社会的に、もっと適した生活水準の達成

を目指して、自らの人生を変革させていくことです。 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～8 p276 
５ 暮らしと契約 

１ 暮らしにまつわる契約 
・お金を借りる → 金銭消費賃借契約 ・お金を借りる → 金銭消費貸借契約 

1～4 p279 1行目 ２ 消費者を守る制度 ２ 消費者を守るクーリングオフ制度 

1～4 p279 2行目 （1）クーリングオフ制度 ※削除 

1～4 p280 13行目 （2）オンラインマーク制度 ※削除 

1～4 p280 14行目 インターネットによる販売は、 また、インターネットによる販売は、 

1～4 p280 19行目～ 

通信販売業者の信用を判断するための基準には、さまざま

なものがありますが、基準の 1つとして、その事業者が、

日本通信販売協会（ＪＡＤＭＡ）の会員であることがあげ

られます。また、日本商工会議所と日本通信販売協会が共

同し、消費者がインターネット通販を利用する際、適正な

販売業者かどうかを判断する目安として認定しているオン

ラインマークも基準の 1つになります。 

※削除 

1～4 p280 脇注 *オンラインマークの例 ※削除 

1～4 p292 脇注 （※）食品廃棄物 7行目 2016年度の食品廃棄物 2017年度の食品廃棄物 

1～4 p292 脇注 食品製造業 1,616万トン 1,410万トン 

1～4 p292 脇注 食品卸売業 26万トン 27万トン 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～4 p292 脇注 食品小売業 127万トン 123万トン 

1～4 p292 脇注 外食産業 199万トン 206万トン 

1～4 p292 脇注 計 1,968万トン 1,766万トン 

1～4 p292 脇注 ※追加 
※業種別にみると、食品産業全体の約 8 割が食品製造業

であることがわかります。 

1～5 p293 

（2）容器包装に係る分別収集及び再商

品化の促進等に関する法律（容器包装リ

サイクル法） 1～4行目 

※以下のとおり差替え 

容器包装とは、商品を入れる容器および商品を包む包装のことをいいます。容器包装廃棄物は、2019 年では、家庭ご

みに含まれる一般容器包装廃棄物は、容積比で約 62％、重量比で約 24％になっています。 

1～4 P299 図表 6-18 日本 平成 28年度 平成 29年度 

1～4 P299 図表 6-18 日本 生産額ベース 67 66 

1～5 P299 下から 3行目 
2025 年度には、カロリーベースで 45％、生産額ベースで

73%にすることを目標としています。 

2030年度には、カロリーベースで 45％、生産額ベースで

75%にすることを目標としています。 

1～4 P299 脇注 （※）穀物自給率 （2016年度） （2017年度） 

1～4 P299 脇注 下から 6行目～ 
※以下のとおり差替え 

※2017年度におけるカロリーベース自給率は 38％で、生産額ベース自給率は 66％という結果となりました。 

1～4 P300 図表 6-19 日本の品目別食料自給率（2016年度） 日本の品目別食料自給率（2017年度） 

1～4 P300 牛乳・乳製品 62％ 60％ 
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刷 頁 訂正箇所 訂正前 訂正後 

↓ 本文 

1～4 P300 果実 41％ 40％ 

1～4 P300 リンゴ 60％ 57％ 

1～4 P300 野菜 80％ 79％ 

1～4 P300 魚介類 53％ 52％ 

1～4 P300 小麦 12％ 14％ 

1～4 P300 米 97％ 96％ 

1～4 P300 豆類 8％ 9％ 

1～4 P300 鶏卵 97％ 96％ 

1～4 P300 肉類 53％ 52％ 

1～4 P300 牛肉 38％ 36％ 

1～4 P300 豚肉 50％ 49％ 

1～4 P300 鶏肉 65％ 64％ 

1～5 P308 問題 14 2行目 鉱業標準の策定を 工業標準の策定を 

 


